
水資源循環技術を核とした国内外での社会実装と人材育成

長岡技術科学大学［リージョナル GX イノベーション共創センター、技術開発センター］

総合知により目指すビジョン / 解決する社会課題

小中高校への啓発活動、高専生・大学生向けの専門・経営人材育成、

若手教職員のモチベーションが生まれる場の構築を推進する。共同

研究、インターン、客員教員制度や国際的人的ネットワーキングを通

じて人材育成を行う。

総合知人材の育成方法/育成方法の工夫

生活排水・産業排水の省エネルギー処理・再生、陸上養殖水管理や

土壌微生物機能強化による食料生産、防災・復旧に寄与する水利活

用技術の社会実装に至った。国内外の多様な主体が参画する連携

基盤を形成した。

生み出された総合知 / 得られた新たな価値

【依頼事項】

こちらのスペースに取組の概要が分かる

図/ポンチ絵/写真等を掲載いただけますと幸いです。

※このために新たに図等を作成いただくことは企図しておりませんので、

ご無理のない範囲で、お持ちの既存資料より適切な図等を掲載いただけ

ますと幸甚です。

※公開資料となりますため、特に写真を利用される場合は

掲載可能な写真であるかご確認をお願いいたします。

お手数をおかけして大変恐縮ですが、

何卒ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

産学官が矩を超えて連携し、Well-beingを高める地域・現場にお

ける持続可能な水利用と再生の実現を目指す。具体的には、人間活

動に不可欠な水・食糧・エネルギーの確保を軸に、水資源循環技術

の社会実装を国内外で推進する。

本取組は、水・食糧・エネルギー確保に不可欠な水資源循環技術を核として、国内外での社会実装と人材育成を進めている。Well-beingを高めるため地域や現場に

必要な水利用や再生について、産学官連携で企業、国の研究機関、自治体、大学、利用者が参画し、研究開発から社会実装まで推進している。国内外の生活排水・産業

排水の省エネルギー処理・再生、陸上養殖水管理や有用土壌微生物機能強化などの食料生産、防災・復旧に寄与する技術の実装に取り組む。また地域の小中高校への

啓発活動、大学生・高校生の専門・経営人材育成プログラム、国際的ネットワーキングを進め、とくに若手実装人材育成や動機形成の場づくりを進めている。

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例



総合知活用事例（長岡技術科学大学、リージョナル GX イノベーション共創センター、技術開発センター）

事例のタイトル：水資源循環技術を核とした国内外での社会実装と人材育成

資源循環技術の現状と課題

【概要】 本取組は、本学の２つのセンターの制度を活かし、人間活動に不可欠な水、食糧、エネルギーの確保に着目して、特に、水資源循環技術を核
として国内外でのその社会実装と人材育成およびネットワーキング形成を目的に活動を推進しているチームの事例である。Well-beingをより高めるため
の地域や現場において必要な水の利用や再生に関し、産学官連携で矩を超えて、主体となる企業、国の研究機関、自治体、大学、およびその利用者の参
画を得て、研究開発から社会実装までを推進している。アウトプットとして、国内外の生活排水・産業排水の省エネルギーでの処理・再生、陸上養殖水
管理や有用土壌微生物機能強化による食料生産、防災や復旧に寄与する水利活用技術、などの実装に至っている。取組では、人材育成に関して、地域の
小中高校に対しての啓発活動、高専生・大学生への専門・経営人材育成プログラムの推進、国際的な人的ネットワーキングの展開を図っている。特に、
若手教職員の人材の育成に関して、モチベーションが生まれる場の構築を推進している。

矩を超える連携例

水資源循環技術を核とした国内外での社会実装と人材育成

これまでの主な実績

【必要資源の確保】人間活動に必要なものとして、水、食糧、エネルギー
の確保がある。地域での水の確保と利活用は一つの課題。
【連携の場の整備】地域の持続性を高めるために、Well-beingや「ありた
い姿」、地域の顕在・潜在ニーズを産学官連携で明らかにする必要があ
る。そのための矩を超えた場と実施体制の整備が必要。
【総合的な連携】地域の環境、防災、農業、食料、観光などの地域活動に
横断的連携の更なる推進が期待される現状。

【産業排水の再生】○シンガポールの水セクター、企業、大学の研究室
とが連携し、産業団地の水再生を実証。○日本・ベトナムの
大学、産業界等が連携し、SATREPS事業として脱炭素課題解決のための
天然ゴム資源活用システム形成での水環境保全技術を実証、等。
【生活排水の再生】国内では人口減少課題を解決するための生活排水処
理技術の標準化を推進。タイ王国での都市化対策としての下水処理の実証
を推進、等。
【コア技術の横展開】産学官連携の場の整備で得られた情報を共有し、
本水資源再生コア技術を新たな課題解決に展開している。○海から離れた
水族館の海洋生物飼育水再生技術として実用化。○食料確保のための閉鎖
循環式陸上養殖施設の水管理技術に展開し、共創の場COI-NEXT事
業での複数の現場で実証。○新潟県の主要な農業輸出品である錦鯉の養
殖施設の水管理装置として実装。○ケニアでの電気と水供給の無い農園施
設への生活用水装置として実装。○ケニア事例を活かし、国内でも防災や
復旧に寄与する水利活用技術として実装、等。
【研究成果の実装教育】長岡市内４大学１高専でアントレ教育プログラム
を実施し、研究成果を社会課題解決、未来社会形成のために社会実装す
る体制を整備（学生あたり起業数は全大学中２位）

○ 国内外の生活排水・産業排水の省エネルギーでの処理・再生、陸上養
殖水管理や有用土壌微生物機能強化による食料生産、防災や復旧に寄
与する水利活用技術、等の実装に至っている。

○取組では、人材育成に関して、地域の小中高校に対しての啓発活動、
高専生・大学生への専門・経営人材育成プログラムの推進、国際的な
人的ネットワーキングの展開を図っている。

○若手教職員の人材の育成に関して、モチベーションが生まれる場の構
築を推進している。

活動項目 社会実装の方法 新たな価値の創出

コア技術
＝水資源
循環技術

研究シーズの知財化。論文での学
術的裏付け。大学発ベンチャー等
設立による要素技術の社会実装化

「ありたい姿」を支える未
来要素技術の創出と社会実
装

コア技術
の展開

知財化。既存企業とのコア技術の
事業化研究推進による社会実装化

専門知を活用し、未来のモ
ノ・サービスの社会実装

人材育成 社会実装現場の経験と、基礎・要
素技術、およびシステム最適化・
マネジメントまでの知の集積

地域活性化の未来リーダー
育成、地域での人材の環流
、及び人材ネットワーク

場の整備 地域・国の顕在・潜在ニーズ共有
と社会インパクト形成のための産
学官連携の場のマネジメント。高
専や国際機関との理解・連携推進

活動持続での要素蓄積、速
度感の良いコンセプト共有
と社会実装促進、地域の未
来転換



独創的な未来要素技術

◇微生物活性化型水資源循環技術

産学官連携の「場」の整備。地域活性
化のための総合知活用ワークショップ
実施等による地域の「ありたい姿」、顕
在・潜在ニーズの把握・共有
地域のWell-beingの要素からの俯瞰

： 防災、教育、福祉、産業活性化、人
材育成、国際化、観光、等を相乗。
地域の宝、資源の把握。水・食料・エ

ネルギー確保視点からの検討、等。

「ありたい姿」の理解による国・地域の
矩を超えた持続可能社会への転換

【本水資源循環技術の取組実践例】
地域ニーズ解決の要素・システム提案
お試し実施、PR、資金調達検討
社会実装、地域の未来転換
実装例： 地域水環境保全技術の

導入、常時・災害復旧時共用の可搬
型手洗い装置技術の実装、陸上養殖
向け閉鎖式水管理システム、地域バイ
オマス活用型食料・素材生産システ
ム、バイオ・メタン生産、等

コア技術と地域の多様な資源
循環型生産プロセスとの融合

世界展開への展開

◇資源完全循環推進の社会形成

◇新興国・途上国の水資源循環技術

総合知活用事例（長岡技術科学大学、リージョナル GX イノベーション共創センター、技術開発センター）

【事例】シンガポールの産業団地の水
再生技術の導入、ケニアの農園での生
活用水確保、インド、タイ王国等での生
活排水処理実用化、チリでの養殖水技
術、ベトナムでの低炭素化対応対応天
然ゴム生産技術実証、等

【専門高校生】【高校生】

【高等専門学校生】

・地域課題の共有
・連携研究の実施

・産官学連携アントレプ
レナーシップ教育、等

【学部】
・５ヶ月間のインターン
シップによる企業経験
（現場実践の経験）

【大学院】
・国内外でのプロジェク
トリーダー経験、産学官
連携ワークショップでの
ファシリテーター（マネ
ジメント経験）
・企業との共同研究に
参画（要素技術・システ
ム化を修得）、等

【国際ネットワーク】
輩出留学生とのネット
ワーキングで技術等の
相互理解・社会実装・
標準化推進、等

育成

育成

・モデル事業での協働

人材の環流水資源循環技術を核とした国内外での社会実装と人材育成

【若手人材育成】
総合知を推進する
高専・大学教員
育成による教育・プロ
マネ人材の環流

微生物固定化水資源循環装置

Well-beingをより高めるための地域や現場において必要な水および水に関連する資源等の利用や
再生に関し、産学官連携で矩を超え、主体となる企業、国の研究機関、自治体、大学、およびその
利用者の参画を得て、研究開発から社会実装までを推進

環流：
経験共有
・教育
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